
■ソフトウェアの開発規模が大きくなってきているが，たと

えば，携帯電話では端末のオープンな総合プラットフォーム

「Android」が提供されるなど，プログラム開発環境の変化も

大きい．開発期間短縮なども伴って，個々人がノウハウを貯

めるだけでは，一定の開発水準にとどまるのも難しくなって

きているのではないかと思う．フォーマルメソッドを使うこ

とで，開発水準の維持向上が可能となるだけでなく，開発は

したがいろいろな要因で使えないシステムとしてしまう危険

性も避けられるのではないか．� （匿名希望）

■ソフトウェア分野の新技術には往々にして，「すでに地動

説が確立しているのに，天動説を持ち出して『新技術』だ」

ということがある（たとえばWeb Framework など）．フォー

マルメソッドの新潮流特集の中で，「匿名性とプライバシの

ためのフォーマルメソッド」の稿などは「未だ天動説が一般

的な中での地動説」と思うが，それなりに歴史もあるプログ

ラム言語関係の場合は，先に言った『新技術』となってしま

う危険性が高いと思う．� （匿名希望）

■ C言語記述の検証にフォーマルメソッドを適用するには，

何らかの検証ツールが必要となる．早急にCコンパイラに標

準機能として，フォーマルメソッドが備われば，もっと活用

が広まると思われる．� （松田昭信）

■フォーマルメソッドの新潮流については，適用とその限界

について知ることができ，非常に面白かった．特に，匿名性

とプライバシについて，一次近似のレベルと思われるが，適

用の可能性が分かり，参考になった．� （匿名希望）

■以前は，組込みソフトのことを「ファームウェア」と呼ん

でいたため，FeliCa チップ内ファームウェアという呼び方が

新鮮でした．ただ記事からは，チップ内ファームウェアが何

を行っているのか分かりませんでした．今度，授業で教材

として利用を検討している組込み用 CPUの統合開発環境に，

ソースコードの検証ツールが入っているので，どの程度のも

のなのか，ちょっと期待しています．特集全体として，しか

今月の会員の広場では，5月号へのご意見・ご感想を紹介いたします．
まず，特集「フォーマルメソッドの新潮流」につきましては，以下
のようなご感想・ご意見をいただきました．

たないことですが，具体性に欠ける感じを受けました．

� （匿名希望）

■WePS において設定した人物の属性について，16 種類の

それぞれがどのような曖昧さを解消するのに役に立ったの

か，もしくは属性それぞれの曖昧さ解消における有効度につ

いて興味があります．今後の課題として，問題視されてい

るWeb 上のデータフォーマットの統一，暗黙知の形式知化

など，解決への道は険しいと見られるが，Web リソースの

有効活用，データマイニングの観点からは，大変に興味深い．

定期的な特集を希望したい．� （匿名希望）

■人名の曖昧性解消の評価プロジェクトがあったことを初め

て知りました．簡単そうであってなかなか難しい人名の曖昧

性をシステムの技術で解決すべく研究がなされているのには

びっくりでした．今後の研究に期待しています．�（匿名希望）

■部分空間法に関する解説記事はとても参考になりました．

数式に頼ることなく平易に説明されているため，あらため

て「ああ，なるほど！」と頭がすっきりしたように思います．

ただ主成分分析と部分空間法についての部分では，“混同”

がどんな問題を引き起こすのかについて触れられていないた

めに余計に混乱してしまうように感じました．次回の（下）

も楽しみにしています．� （匿名希望）

■今号では，部分空間法についての記事があったが，私は自

然言語処理の研究で部分空間法を用いた手法の提案などをし

ていたため，割とすんなりと読めた．今回は画像処理のパター

ン認識についての話だったが，すごく分かりやすく，学生に

教えるときの参考になる記事だったと思う．� （匿名希望）

■解説「オフショア・ソフトウェア開発の進化と技術者の経

験知」について：オフショア・ソフトウェア開発は，弊社で

も今後取り組んでいかねばならない問題であり，興味深く読

ませていただいた．特に，言語の違いや文化の違いをいかに

克服するかということが重要な課題であるということを改め

解説「Web 検索における人名の曖昧性解消技術の動向─同姓同名の
クラスタリング─」につきましては，以下のようなご感想・ご意見
をいただきました．

解説「部分空間法の今昔（上）：歴史と技術的俯瞰：誕生から競合学
習との出会いまで」につきましては，以下のようなご感想・ご意見
をいただきました．

その他の記事につきましては，以下のようなご感想・ご意見をいた
だきました．
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　これらのコメントはWeb版会員の広場「読者からの声」<URL:http://www.ipsj.or.jp/07editj/dokusha/dokusha.html>に掲載していま
すので，そちらもご参照ください . 会誌や掲載記事に関するご意見・ご感想は学会Webページでも受け付けております．今後もよりよい
会誌を作るため，ぜひ皆様のお声をお寄せください．

て認識した．� （匿名希望）

■解説「科学技術計算による宇宙映像表現の活用動向」につ

いて：宇宙可視化ソフトウェアMitaka をダウンロードして，

試したくなりました．� （匿名希望）

■理解できる分野しか興味が持てなかったという感想です．

要望は，初等中等教育機関で情報教育が普及し始めている中，

ただ授業時間を確保すればよいというのではなく，高等教育

機関までつなげ，将来国民誰でもが ICT の恩恵が得られる教

育を行えるような事例を特集してほしい．できれば到達基準

を設け，レベル制を提案するなどです．専門性に特化した特

集も重要ですが，ときには一般性のある内容の特集も必要で

はないかと思います．� （匿名希望）

■ JABEEに関する記事をできるだけ毎号掲載してほしいと思

います．JABEE の認知・普及を推進する段階から，いかにし

て教育を改善するかが焦眉の課題となっており，JABEE 教育

を理論的に構築することが必要です．JABEE は，ややもすれ

ば，「成績評価を厳格化すればそれでよい」と考えられるこ

とが多いように思われます．成績評価の厳格化はもちろん必

会誌の内容や今後取り上げてほしいテーマに関して，以下のような
ご意見やご要望をお寄せいただきました．今後の参考にいたします．

皆様にとって会誌をより役立つものとするため，

　・記事に対する感想，意見　・記事テーマの提案　・会誌または学会に対する全般的な意見，提言

　・その他，情報処理技術についての全般的な意見，提言

など自由なご意見，ご感想をお待ちしております．

なお，「道しるべ」については　

<URL : http://www.ipsj.or.jp/07editj/toukou/michishirube/michishirube.html> で

これからのテーマ案を募集しており，いただいたご意見をまとめております．

※ご意見，ご感想を会誌に掲載させていただいた方には薄謝または記念品を進呈いたします．

掲載に際しては，編集の都合上，ご意見に手を加えさせていただくことがありますので，あらかじめご了承くだ

さい．なお，意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに

準じて取り扱いいたします．

<URL : http://www.ipsj.or.jp/03somu/privacypolicy/privacypolicy.html>

応募先　　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　

　　　　　情報処理学会　会誌編集部門　

　　　　　E-mail:editj@ipsj.or.jp　Fax(03)3518-8375　

　　　　　https://www.ipsj.or.jp/02moshikomi/enq/enquete.html

ご意見をお寄せ
ください！！

要ですが，教育改善が JABEE の目的です．改善するためには，

経験則から導き出された理論が必要です．理論を練り上げる

ために必要な場を用意することも学会の役割の 1つかと思い

ます．� （水野光朗）

■個人的な関心として，最近の旅客機システムがどのように

なっているのか，興味があります．� （匿名希望）

■今月は「映像品質評価法」の国際標準化動向を掲載してい

るが，毎号さまざまな技術の国際標準化動向を取り上げて解

説するのもよいのではないだろうか．� （匿名希望）

■Web2.0 以降とオントロジーの最新動向（海外含む）を取

り上げていただければと思います．� （匿名希望）

■関連する特集がある場合，それらの結論との比較を載せて

いただけると嬉しく思います．たとえば，フォーマルメソッ

ドが仕様に対するテスト（ファースト）用プログラミング言

語ということかとお見受けしましたが，その場合，前回の特

集であるテストファーストのプログラミングとの関連性など

を比較検討して示していただけると，さまざまな技術を体系

付けて把握できてよいのではないかと感じました．

� （匿名希望）

� 【本欄担当　大槻知史，尾崎亮太／書評・ニュース分野】
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2008年
 論文誌「情報教育～理論・評価・展望～」特集への論文投稿 11月26日（水） 
 http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/09-H.html
 論文誌「社会を活性化するコンピュータセキュリティ技術」 12月1日（月） 
 特集への論文投稿 
 http://www.ipsj.or.jp/08editt/journal/tokushu/09-F.html
8月19日（火）～ 情報教育シンポジウム2008 5月20日（火） 7月15日（火） 済州大学校，済州オリ 
8月21日（木） http://ce.eplang.jp/index.php?SSS2008  定員になり次第 エンタルホテル
8月21日（木）～ 平成20年度電気関係学会東北支部連合大会 6月13日（金）  日本大学工学部キャン 
8月22日（金） http://www.ecei.tohoku.ac.jp/tsjc/   パス（福島県郡山市）
8月22日（金）～ 第132回グラフィクスとCAD研究発表会   6月18日（水） 7月30日（水） 小樽朝里クラッセ 
8月23日（土） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/CG132.html  17時まで ホテル
8月26日（火）～ DAシンポジウム2008 －システムLSI設計技術とDA－ 5月14日（水） 7月28日（月） 遠鉄ホテルエンパイア 
8月27日（水） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/S-DA2008.html   （静岡県）
8月28日（木）～ 第105回情報システムと社会環境研究発表会 6月30日（月） 当日のみ 室蘭工業大学 
8月29日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/IS105.html
8月30日（土）～ 4th International Conference on Collaboration Technologies   和歌山県 
8月31日（日） （CollabTech2008）   （アバローン紀の国） 
 http://www.collabtech.org/
9月1日（月）～ ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム2008（SES2008）   東洋大学 
9月3日（水） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/S-SES2008.html   白山キャンパス
9月2日（火）～ FIT2008第7回情報科学技術フォーラム   慶應義塾大学  
9月4日（木） http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/fit/fit2008/index.html   湘南藤沢キャンパス
9月5日（金）～ 第164回コンピュータビジョンとイメージメディア研究発表会   6月15日（日） 当日のみ 慶應義塾大学 
9月6日（土） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/CVIM164.html
9月10日（水）～ 第34回高度交通システム研究発表会 7月23日（水） 当日のみ 埼玉大学 
9月11日（木） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/ITS34.html
9月12日（金） 第119回アルゴリズム研究発表会 7月12日（土） 当日のみ  名古屋工業大学 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/AL119.html
9月12日（金）～ 平成20年度電気関係学会北陸支部連合大会 8月11日（月）  富山大学五福キャンパ 
9月13日（土） http://jhes.eng.u-toyama.ac.jp/   ス工学部
9月18日（木）～ 平成20年度電気関係学会東海支部連合大会 7月16日（水）  愛知県立大学（愛知県 
9月19日（金） http://www.ipsj.or.jp/sibu/tokai/rengo/   愛知郡長久手町）
9月18日（木）～  第14回バイオ情報学研究発表会   7月16日（水） 当日のみ 北海道大学 
9月19日（金）  http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/BIO14.html   百年記念会館
9月19日（金） 第71回数理モデル化と問題解決研究発表会 7月24日（木） 当日のみ 電気通信大学 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/MPS71.html
9月19日（金） 第3回インターネットと運用技術研究発表会 7月25日（金） 当日のみ 国立情報学研究所 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/IOT3.html
9月19日（金） 情報処理北海道シンポジウム2008　Info-Hokkaido 2008 8月1日（金）  稚内北星学園大学（北 
 http://hokkaido.ipsj.or.jp/pukiwiki/   海道稚内市）
9月19日（金） 連続セミナー 2008「インターネットの進化」  随時 
 第3回「Mobile & Wireless」  （定員250名になり 
 http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/seminar/2008/  次第締切）
9月21日（日）～ 第146回データベースシステム研究発表会（iDBフォーラム2008） 7月22日（火）  飯坂ホテル聚楽 
9月23日（火） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/DBS146.html
9月22日（月） 第77回音楽情報科学研究発表会 7月22日（火） 当日のみ 同志社女子大学 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/MUS77.html
9月24日（水）～ 平成20年度電気関係学会九州支部連合大会 7月22日（火）  大分大学工学部旦野原 
9月25日（木） http://www.jceee-kyushu.jp/   キャンパス（大分県大 
    分市）
9月24日（水）～ 第187回自然言語処理研究発表会 8月8日（金） 当日可 熱海金城館 
9月25日（木） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/NL187.html  ※会場での宿泊を 
   推奨しています。
9月25日（木）～ 第46回モバイルコンピューティングとユビキタス通信研究 7月25日（金） 当日のみ 東京理科大学森戸 
9月26日（金） 発表会   記念館 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/MBL46.html
9月25日（木）～ 第136回マルチメディア通信と分散処理・第69回グループ 7月25日（金） 当日のみ 高知県立県民文化 
9月26日（金） ウェアとネットワークサービス・第41回電子化知的財産・   ホール 
 社会基盤合同研究発表会 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/DPS136GN69EIP41.html
9月25日（木）～ 第161回ソフトウェア工学研究発表会 7月26日（土） 当日のみ 岡山県立大学 
9月26日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/SE161.html
9月26日（金） 第68回デジタルドキュメント研究発表会 7月18日（金） 当日のみ 日立製作所大森ベル 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/DD68.html   ポート
10月15日（水） 連続セミナー 2008「インターネットの進化」  随時 
 第4回「実世界インターネット」  （定員250名になり 
 http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/seminar/2008/  次第締切）
10月6日（月）～ 第136回システムLSI設計技術研究発表会 8月11日（月） 当日のみ いわて県民情報交流 
10月7日（火） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/SLDM136.html   センター
10月24日（金） 北陸支部主催研究講演会「高精度な信号解析法とその応用」  参加無料、会員 金沢大学自然科学系 
 http://www.ipsj.or.jp/sibu/hokuriku/index.html  以外の方も参加可 図書館棟大会議室
 

IPSJ カレンダー

　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
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　　開催日　　　　　　　　　　　　　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　論文等応募締切日　　　参加締切日　　　　開催地
10月25日（土） 第96回コンピュータと教育研究発表会 8月29日（金） 当日のみ 日本文理大学湯布院研 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/CE96.html   修所（大分県由布市）
 
10月27日（月） 東海支部主催講演会「アーキテクチャ記述言語ADLの流れを  参加無料 東桜会館1階第2会議 
 車載組み込み現場目線で追う」   室（名古屋市） 
 http://www.ipsj.or.jp/sibu/tokai/
10月28日（火）～ 第71回プログラミング研究発表会 8月28日（木） 当日のみ 松江テルサ 
10月29日（水） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/PRO71.html
10月29日（水）～ 組込みシステムシンポジウム（ESS2008） 6月27日（金）  国立オリンピック記念 
10月31日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/S-ESS2008.html   青少年総合センター
10月29日（水）～ 第153回知能と複雑系研究発表会 8月1日（金） 当日のみ 大津プリンスホテル 
10月31日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/ICS153.html   （滋賀県）
11月6日（木） 第92回情報学基礎研究発表会 9月8日（月） 当日のみ 筑波大学 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/FI92.html   東京キャンパス
11月6日（木）～ グループウェアとネットワークサービスワークショップ2008 8月8日（金） 当日可 勝浦ホテル三日月 
11月7日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/GNWS2008.html
11月7日（金）～   第133回グラフィクスとCAD研究発表会    8月29日（金） 当日のみ  九州工業大学 
11月8日（土） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/CG133.html   情報工学部
11月7日（金）～  第13回ゲームプログラミングワークショップ2008 (GPW2008)     7月28日（月） 定員になり次第 箱根セミナーハウス 
11月9日（日） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/S-GPW2008.html
11月12日（水）～  コンピュータシステム・シンポジウム（ComSys2008）   7月16日（水）   キャンパス・イノベー 
11月13日（木） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/ComSys2008.html   ションセンター東京
11月25日（火）～ IWSEC2008 International Workshop on Security   かがわ国際会議場 
11月27日（木） http://www.iwsec.org/
11月27日（木） 連続セミナー 2008「インターネットの進化」 
 第5回「インターネットオペレーション」 
 http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/seminar/2008/
11月29日（土）～ 第42回電子化知的財産・社会基盤研究発表会 10月3日（金） 当日のみ 同志社大学今出川校 
11月30日（日） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/EIP42.html   地室町キャンパス
12月4日（木）～ インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2008） 9月1日（月）  京都市国際交流会館 
12月5日（金） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/IOTS2008.html
12月9日（火） 連続セミナー 2008「インターネットの進化」  随時 
 第6回「インターネットとコンテンツ流通」  （定員250名になり 
 http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/seminar/2008/  次第締切）
12月10日（水）～ シンポジウム「日本の技術革新」  定員になり次第 国立科学博物館 
12月11日（木） http://sts.kahaku.go.jp/tokutei/symposium_08.php  事前申込み 上野本館  
    講堂・大会議室
12月20日（土）～ 人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん2008」 9月9日（火） 定員になり次第 筑波大学 
12月21日（日） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/S-CH2008.html
2009年
 東海支部学生研究発表会助成 2月28日（土） 
 http://www.ipsj.or.jp/sibu/tokai/
1月19日（月）～ Asia and South Pacific Design Automation Conference   パシフィコ横浜 
1月22日（木） （ASP-DAC2009） 
 http://www.aspdac.com/aspdac2009/
1月22日（木）～ ハイパフォーマンスコンピューティングと計算科学 9月26日（金）  東京大学武田ホール 
1月23日（金） シンポジウム（HPCS2009） 
 http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/S-HPCS2009.html
2月16日（月）～   第134回グラフィクスとCAD研究発表会       NHK放送技術研究所 
2月17日（火） http://www.ipsj.or.jp/09sig/kaikoku/2008/CG134.html
3月10日（火）～ 第71回全国大会   立命館大学びわこ・く 
3月12日（木） http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/taikai/71kai/index.html   さつキャンパス
3月23日（月）～ The 9th International Symposium on Autonomous    Athens, Greece 
3月25日（水） Decentralized Systems（ISADS2009） 
 http://www.ece.upatras.gr/isads2009/

［トピックス］
■ 7月 15日 人材募集情報（7月）更新しました
■ 7月 1日 「社会を活性化するコンピュータセキュリティ技術」特集の論文募集

Web ページ（http://www.ipsj.or.jp/）更新情報
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■公立はこだて未来大学システム情報科学部

募集人員 教授または准教授　2名
専門分野 (1) 知的情報処理／知的情報システム分野　(2) コンピュータサイエンス（システム理論／応用数理を含む）
担当科目 以下に掲げる科目から数科目程度
 (1) 解析学，線形代数学，人工知能，データベースなど　(2) 複雑系計算論，応用解析学，OR，制御理論など
応募資格 上述の専門分野において優れた研究業績，博士の学位を有すること．教授職応募者は，講義経験を有することが望ましい
着任時期 原則として，平成21年4月1日
提出書類 履歴書（本学規定の履歴書），研究業績リスト（本学指定の様式で，査読付き学術論文（専門雑誌），査読付き学術論文（国際会議録），

査読付き口頭発表，その他），主要論文別刷（3編，コピー可（各1部）），研究成果の概要※，今後の研究計画※，教育に対する抱負※，
照会者2名の氏名・所属・連絡先（住所，電話番号，E-mailアドレス）および応募者との関係　※A4用紙2枚以内

応募締切 平成20年8月29日（必着）
送 付 先 〒041-8655 北海道函館市亀田中野町116-2　公立はこだて未来大学　事務局総務課総務担当
照 会 先 情報アーキテクチャ学科　学科長　高橋　修　E-mail:osamu@fun.ac.jp　Tel (0138)34-6225
そ の 他 詳細はWebページ（http://www.fun.ac.jp/recruit/index.html）を参照のこと

■公立はこだて未来大学システム情報科学部

募集人員 助教　2名
専門分野 （1）ユビキタスネットワーキング分野　（2）画像処理アルゴリズム，マルチメディア分野
担当科目 次に掲げる科目から数科目程度：数学総合演習，プログラミング演習，情報アーキテクチャ演習など
応募資格 学位（博士）を有するか，平成21年3月末日までに取得可能な方．計算機科学分野に関する教育・研究に熱意を持っている方
着任時期 原則として，平成21年4月1日
提出書類 履歴書（本学規定の履歴書），研究業績リスト（本学指定の様式で，査読付き学術論文（専門雑誌），査読付き学術論文（国際会議録），

査読付き口頭発表，その他），主要論文別刷（3編，コピー可（各1部）），研究成果の概要※，研究計画※，教育に対する抱負※，照
会者2名の氏名，所属，連絡先（住所・電話番号・E-mailアドレス）および応募者との関係　※A4用紙2枚以内

応募締切 平成20年8月29日（必着）
送 付 先 〒041-8655 北海道函館市亀田中野町116-2　公立はこだて未来大学　事務局総務課総務担当
照 会 先 情報アーキテクチャ学科　学科長　高橋　修　E-mail:osamu@fun.ac.jp　Tel (0138)34-6225
そ の 他 詳細はWebページ（http://www.fun.ac.jp/recruit/index.html）を参照のこと

人材募集
（有料会告）

申込方法：任意の用紙に件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書宛先，Web掲
載の有無などを記載し，掲載希望原稿（［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科
目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，照会先］）を添えて下記の申込先へ 
 E-mail，Faxまたは郵送にてお申し込みください．

 ＊都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．
申込期限：毎月 15日を締切日とし翌月号（15日発行）に掲載します．
掲載料金：国公私立教育機関，国公立研究機関 21,000円（税込）
 賛助会員（企業） 31,500円（  〃  ）
 賛助会員以外の企業 52,500円（  〃  ）
 ＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 4,000円で同一内容を本会Webページに 
 　掲載できます．
申 込 先：情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）　E-mail:editj@ipsj.or.jp　Fax (03)3518-8375
 ＊原稿受付の際には必ず原稿受領のお知らせを差し上げています．もし返信がない場合は念の

ため確認のご連絡をください．

＊特に指定がないかぎり履歴書には写真を貼付のこと
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■新潟大学教育研究院自然科学系

募集人員 准教授　1名
担当研究科・学部 工学部・自然科学研究科
担当科目 学部：生体計測，電子回路など，医用生体工学，支援技術，電気電子・情報工学に関する科目
 大学院：医用生体工学および支援技術の先端領域に関する科目
職務内容 電子・情報・通信技術を基礎とした健康・医療・福祉・生活支援に関するエンジニアリング，いわゆる「人間支援科学技術分野」

の教育研究を新規に目指す．そのため，当該分野に関連する専門分野，すなわちリハビリテーション工学，支援技術，医用生体工学，
および当該分野における社会的必要性の高い応用分野に関する教育研究を職務内容とする

応募資格 大学院博士後期課程を担当できること（工学等の博士号を取得済みのこと）．人間支援科学技術分野の教育研究に高い関心と熱意
を持ち，かつ他分野の専門家との共同研究において高い能力を備え，さらに上述の学問分野において職種に相応しい業績がある方．
健康，医療，福祉および生活支援に関する幅広い視野を持ち，情熱をもって有為な人材の育成に取り組んでいただける方．民間企業，
行政，医療・福祉関係の団体・組織等，学外との共同研究に強い関心がある方

着任時期 平成20年12月1日以降のできるだけ早い時期（予定）
提出書類 (1)履歴書（市販の履歴書を使用し，本籍地の記載は不要）
 (2)教育研究業績書（書式は任意）
 •教育業績について：学部・大学院などの担当科目名でリストアップのこと
 •研究業績について：〈論文（査読あり）〉・〈論文（査読なし）〉・〈国際会議（査読あり）〉・〈国際会議（査読なし）〉・〈著書〉・〈解説〉

の項目順にリストアップし（著者，論文タイトル，雑誌名ないしプロシーディング名，巻・号，ページ，発刊年などを記載），主
要論文別刷（コピー可）を添付のこと

 •特許・実用新案等工業所有権をリストアップのこと（名称，発明者，公開日などを記載）
 •文部科学省科学研究費補助金等獲得した競争的外部資金をリストアップのこと（資金の名称，担当者名，年度などを記載）
 •その他・学会活動・社会との連携（共同研究，公開講座等）・教育活動での特記事項
 (3)選考の過程で，応募者の教育研究活動について意見をうかがえる方，2名の氏名・所属および連絡先
 (4)これまでの研究教育概要，および採用された場合の教育・研究への抱負について，あわせて2000字程度にまとめたもの（特に

研究に関する抱負を重視して書くこと）　　
 ※各1部　
 ＊応募書類は，選考以外の目的には使用しません．選考終了後，返却はしませんが，すべてを責任をもって破棄いたします
応募締切 平成20年9月1日（必着）
送 付 先 〒950-2181 新潟県新潟市西区五十嵐2の町8050　新潟大学自然科学系総務課学系庶務係　
 「工学部福祉人間工学科・教員応募書類在中」と朱書し書留
照 会 先 工学部福祉人間工学科　学科長　宮川道夫　Tel (025)262-6755　
そ の 他 【給与】国立大学法人新潟大学職員給与規程による
 【選考方法】応募書類による選考を行う．最終選考で面接を行うことがある（交通費は支給しない）

■龍谷大学理工学部情報メディア学科

募集人員 教授・准教授または講師　1名
専門分野 情報工学・情報科学を基盤とし，情報分野の技術に関して，自由な発想のもとに学際的かつ多面的にアプローチでき，教育に熱

意のある方を望む
担当科目 ソフトウェア科学・工学分野，プログラミング分野，メディア情報学分野 での情報，メディア工学系科目，実験実習および基礎

科目
応募資格 上記の科目に対する十分な担当能力と熱意を有する方で
 •大学等設置認可申請に係る教員の資格審査に合格する業績等を有すること
 •大学院博士前期・後期課程において学生を教育し，研究指導できること
着任時期 平成21年4月1日
提出書類 応募区分の記載（応募する職名の区分），履歴書，文部科学省教員審査歴のある方は受けた当時の大学・学部・学科・科目名称等

をご記入または関係資料を添付，研究業績リスト（研究論文，速報，国際会議発表論文，著書，解説，論文，特許，外部資金等
に分けて記載），主要論文もしくは著書（コピー可），現在までの研究歴と研究業績説明文（2000字以内），着任後の教育に対する
抱負（2000字以内），応募者について参考意見を伺える方2名の氏名・所属・連絡先ならびに応募者との関係

応募締切 平成20年9月15日（必着）
送付先／照会先 〒520-2194 滋賀県大津市瀬田大江町横谷1-5　龍谷大学理工学部　教授　新川芳行　E-mail:shinkawa@rins.ryukoku.ac.jp

  Tel (077)544-7133　Fax (077)544-7150　｢情報メディア学科応募書類在中｣と朱書し書留
そ の 他 書類選考の上，必要に応じて面接いたします
 Webページ（http://www.ryukoku.ac.jp/）
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■旭川工業高等専門学校制御情報工学科

募集人員 准教授　1名
専門分野 計測工学，特に画像計測・画像処理に造詣の深い方
担当科目 計測工学，画像処理工学，センサー工学，情報処理等に関する講義，実験，卒業研究，特別研究（専攻科）
応募資格 博士の学位を有する方もしくは着任時までに取得見込みの方，高等専門学校での教育・研究および学生指導に熱意のある健康 

な方
着任時期 平成21年4月1日
提出書類 履歴書，研究業績リスト，主要著書・論文別刷（5編以内，コピー可），研究・開発等の履歴リストおよび研究・開発の概要，教

育業績リスト，高専教育に対する抱負，推薦書または応募者について照会可能な方2名以内の氏名・所属・連絡先
 ＊応募に必要な様式については，本校のWebページからダウンロードしてご利用ください
応募締切 平成20年9月30日（必着）
送 付 先 〒071-8142 北海道旭川市春光台2条2-1-6　旭川工業高等専門学校総務課人事・労務係　E-mail:s_jinji@asahikawa-nct.ac.jp

 Tel (0166)55-8105　Fax (0166)55-8082　「制御情報工学科教員応募書類」と朱書し簡易書留
照 会 先 制御情報工学科長　今野　廣　E-mail:konno@asahikawa-nct.ac.jp　Tel/Fax (0166)55-8029　 

そ の 他 詳細はWebページ（http://www.asahikawa-nct.ac.jp）を参照してください

■富山県立大学工学部情報システム工学科

募集人員 (a)情報メディア工学講座　教授または准教授　1名
 (b)通信ネットワーク工学講座　講師または助教　1名
専門分野 (a)ヒューマンインタフェース，コンピュータグラフィクス，情報処理工学分野
 (b)ユビキタスシステム，情報センシング，知能情報処理分野
応募資格 博士の学位等（助教については採用時までに学位取得確実な方）
着任時期 平成21年4月1日
提出書類 履歴書，学位（博士）取得証明書（コピー可），業績リスト，代表的論文別刷（5編，コピー可），研究経歴書，研究経歴と関連付け

た今後の研究計画と教育についての実績および抱負，推薦書または応募者本人に関する所見を伺える方の氏名・連絡先等
応募締切 平成20年9月30日（必着）
照 会 先 〒939-0398富山県射水市黒河5180　富山県立大学工学部情報システム工学科　主任教授　松田敏弘
 E-mail:matsuda@pu-toyama.ac.jp　Tel (0766)56-7500（ext. 502）　Fax (0766)56-6172（学科事務室）
そ の 他 詳細はWebページ（http://www.pu-toyama.ac.jp/）をご覧ください

■（株）豊田中央研究所

募集人員 (1) ～ (5)客員研究員（最長3年間の契約，1年ごとの更新）　各1名（(2)のみ2名）
職務内容 (1)移動体の位置計測・推定に関する研究
 (2)センシング・認識・知能処理に関する研究
 (3)自動車レーダなど電波センシングシステムに関する研究開発
 (4) ITS情報通信システムに関する研究
 (5)車載システムの高信頼化
応募資格 (1)関連技術の研究開発の経験と意欲とを有する修士以上の方
 (2)関連技術の研究開発の経験と意欲を有する修士以上の方
 (3)上記職務内容の経験を有する修士以上の方
 (4)安全システムのシミュレーション・開発に興味を有する修士以上の方
 (5)組込システムのアーキテクチャ／ OS／ソフトウェアに関する技術分野での研究開発経験を有する修士以上の方
着任時期 平成20年9月～（相談に応じます）
提出書類 応募職種・職務内容を明記の上，次の書類をお送りください：履歴書，職務歴（研究実績），論文リスト，主要論文別刷（コピー可）
応募締切 平成20年9月30日（順次選考）
送付先／照会先 〒480-1192 愛知県愛知郡長久手町大字長湫字横道41-1　（株）豊田中央研究所　採用担当　羽田，高野，宮崎
  E-mail:saiyo@mosk.tytlabs.co.jp　Tel (0561)63-6509　Fax (0561)63-5744
そ の 他 Webページ（http://www.tytlabs.co.jp/）
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■広島工業大学情報学部情報工学科

募集人員 准教授または助教　1名
専門分野 ネットワーク一般（データベース，暗号理論，情報セキュリティ，分散システム，ユビキタス技術，知識処理）に関する分野
担当科目 情報理論，プログラミング，データベース，分散システム，情報工学実験等
応募資格 本学の教育方針を理解し，教育および研究に熱意のある方．博士の学位を有する方（取得見込み含む）．上記分野の講義および実験・

実習科目を担当でき，学協会等でも活動され，社会的貢献をされている方．大学院（博士前期課程）の授業および研究指導を担当
可能な方

着任時期 平成21年4月1日
提出書類 履歴書，健康診断書，推薦書，教育研究業績リスト（論文，著書，報告書，特許，現在の教育・研究あるいは業務の内容，学会

活動歴など），主要論文別刷（5～ 7編，コピー可），着任後の教育研究に関する抱負（1000字程度）
応募締切 平成20年9月30日（必着厳守）
送 付 先 〒731-5193 広島県広島市佐伯区三宅2-1-1　広島工業大学　事務局総務部　堀　武彦　E-mail:t.hori.fr@it-hiroshima.ac.jp

 Tel (082)921-3123　Fax (082)921-8934　「情報工学科応募書類在中」と朱書し簡易書留または宅配便等授受の確認できる方法
そ の 他 本学では助教は有期契約（最長6年）です．当該期間に准教授に昇格した場合は，終身雇用となります．なお，提出書類は，選考

以外の目的には使用いたしません．審査終了後，返却いたします

■大阪府立大学大学院工学研究科電気・情報系専攻

募集人員 助教　1名
専門分野 情報ネットワーク，ネットワークソフトウェア，組み込みシステム，ハイパフォーマンスコンピューティング，コンピュータアー

キテクチャ
応募資格 博士の学位を有する方または着任までに取得見込みの方
着任時期 平成21年4月1日
提出書類 履歴書（本学所定様式），研究業績等（本学所定様式），主要論文別刷（3編以内，コピー可），提出した論文の概要（200～400文字，

様式不問），これまでの研究概要（1000～2000字，様式不問），採用後の教育の抱負および研究計画について（教育と研究に関し
それぞれ1000字程度，様式不問），その他アピールできること（A4用紙1枚程度，様式不問），推薦書1通もしくは問合せのでき
る方2名の連絡先

応募締切 平成20年10月31日（必着）
送 付 先 〒599-8531 大阪府堺市中区学園町1-1　大阪府立大学総務部人事課　Tel (072)254-9105
照 会 先 電気・情報系専攻　知能情報工学分野主任　汐崎　陽　E-mail:shiozaki@cs.osakafu-u.ac.jp　Tel (072)254-9280
そ の 他 詳細はWebページ（http://www.osakafu-u.ac.jp/information/staff_01.html）の採用情報を参照ください

■金沢大学理工研究域電子情報学系

募集人員 教授　1名
担　　当 理工学域電子情報学類
 大学院自然科学研究科博士前期課程　電子情報工学専攻
 大学院自然科学研究科博士後期課程　電子情報科学専攻
専門分野 音声・音響（音声認識・合成，ディジタル信号処理，応用音響など）
担当講義 学類：当該専門分野の専門科目を担当するほか，電子情報関連の基礎科目として，電気回路，電子回路，情報工学などが担当で

きること
 大学院：当該専門分野の専門科目
応募資格 博士の学位を有し，教育・研究に意欲的であること．音声・音響の上記専門分野において優れた研究業績があり，博士後期課程

の研究指導が行えること
着任時期 平成21年4月1日
提出書類 履歴書（市販用紙本人自筆，E-mailアドレスも記入のこと），教員公募用の書類（履歴，研究業績，これまでの研究活動，採用後の教育・

研究に関する抱負などが含まれる※．提出書類は印刷したものに加えて，CD-ROM等の電子媒体も提出願います），主要論文別刷（10
編程度），推薦書2通または意見を求めることのできる方2名の氏名・所属・連絡先（電話番号，E-mailアドレスを含むこと）

 ※公募書式は金沢大学理工学域電子情報学類Webページ（http://www.ec.t.kanazawa-u.ac.jp/recruit/）からダウンロードできる
 ＊提出にあたっては，直接連絡のとれる住所，氏名，電話番号，E-mailアドレスを記載した連絡表を同封願います
応募締切 平成20年10月31日（当日消印有効）
送 付 先 〒920-1192 石川県金沢市角間町　金沢大学理工研究域電子情報学系　系長　森本章治
 「電子情報学系（音声・音響）教員応募書類在中」と朱書し書留
 ＊応募書類は原則として返却しません（応募書類の返送を希望される方は，所要額の切手を貼った返信用封筒を同封願います）
照 会 先 理工研究域電子情報学系　教授　中山謙二　E-mail:nakayama@t.kanazawa-u.ac.jp　Tel (076)234-4896　Fax (076)234-4900
そ の 他 書類選考の上，候補者に対し面接を行います．選考および面接結果については，直接本人に通知します
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■鳥取大学大学院工学研究科情報エレクトロニクス専攻

募集人員 教授　1名
所　　属 知能情報工学講座
専門分野 計算機工学に関する分野
着任時期 平成21年4月1日以降のなるべく早い時期
応募締切 平成20年10月31日（必着）
照 会 先 知能情報工学コース長　水本　洋　E-mail:mizu@ike.tottori-u.ac.jp 　Tel (0857)31-5214 
そ の 他 詳細情報はWebページ（http://akebia.jim.tottori-u.ac.jp/info/koubo.html）

■名古屋大学情報科学研究科複雑系科学専攻

募集人員 教授　1名
所　　属 複雑系計算論講座
専門分野 複雑系科学（感覚情報処理）
担当科目 複雑系科学専攻（複雑系計算論）の講義および大学院学生の指導，工学部あるいは情報文化学部の講義，全学教育の講義
応募資格 博士の学位を有し，人間およびロボットの感覚情報処理に関して計算論的手法で研究が行える方
着任時期 平成21年4月1日（それ以前も可）
提出書類 履歴書，業績リスト（a.著書，b.査読付き原著論文，c.その他の論文，総説，解説等，d.特許等知的財産権，e.招待講演（国内外

を問わない），f.競争的外部資金獲得，g.特記すべき事項，に分ける），主要論文別刷（3編以内，コピー可），これまでの代表的な
研究の概要（2000字程度），今後の研究計画（A4用紙2枚以内），教育に関する抱負（A4用紙1枚，1000字程度），照会が可能な2
名の方の所属・連絡先（E-mailアドレス，電話等）

応募締切 平成20年10月31日（必着）
送付先／照会先 〒464-8601 愛知県名古屋市千種区不老町 A4-2 (780)　名古屋大学大学院情報科学研究科　複雑系科学専攻長　森　敏彦
  E-mail:mori@is.nagoya-u.ac.jp　Tel (052)789-4803
そ の 他 Webページ（http://www.is.nagoya-u.ac.jp/）（教員の公募）をご覧ください

■北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科社会知識領域

募集人員 助教　1名（任期付き）
専門分野 技術経営（MOT），サービスイノベーション，サービスサイエンスなどの研究を通じて，社会知識領域に知識科学の開拓に関する

教育・研究分野（本学東京MOTコースでの研究・教育を含む）
応募資格 博士の学位を有し，テーマの国際性，学際性に富む上記分野の教育および研究に熱意を有する新進気鋭の方で，日本語，英語を使っ

てのグローバルコミュニケーション能力のある方
着任時期 平成21年1月1日以降
提出書類 履歴書，業績リスト（研究論文を，査読付き原著論文，査読付き国際会議報告，著書，その他（特許等）に分けて年代の逆順（最

近のものから過去にさかのぼる）に列記してください．また，受賞など選考の参考になる事項についてもまとめてください），こ
れまでの研究および実務経験の概要（A4用紙2枚以内），主要論文別刷（3編，コピー可），科研費等の外部資金獲得状況，本学着
任後の研究教育に対する抱負（A4用紙2枚以内），2名の照会者のE-mailアドレスを含む連絡先，E-mailアドレスを含む応募者本
人の連絡先　＊書類はA4用紙で作成してください

応募締切 平成20年10月31日（当日消印可）
送 付 先 〒923-1292 石川県能美市旭台1-1　北陸先端科学技術大学院大学　知識科学研究科長　國藤　進　
 「社会知識領域助教応募」と朱書
照 会 先 共通事務室知識科学研究科担当　E-mail:ks-dean@jaist.ac.jp　Tel (0761)51-1152　Fax (0761)51-1149
そ の 他 応募の詳細はWebページ（http://www.jaist.ac.jp/）を参照
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■徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部

募集人員 教授　1名
所　　属 情報ソリューション部門情報システム工学大講座
 （併任）大学院先端技術科学教育部知能情報システム工学コース基礎情報工学講座
 （併任）工学部知能情報工学科基礎情報工学講座
専門分野 知的メディア情報処理・大規模分散データベース等
担当科目 電子回路，生体情報工学，集積回路工学，情報計測工学，他から数科目を担当（予定）
応募資格 博士（Ph.Dを含む）の学位を有すること．権威ある学術論文，特に欧文論文の研究業績があり，博士後期課程学生の研究指導がで

きること．競争的外部資金を積極的に獲得できること
着任時期 平成21年4月1日，またはそれ以降の早い時期
提出書類 履歴書，教員資格申請調書※（署名は自筆のこと），研究・教育に関する実績，特記事項（A4用紙1枚程度），着任後の教育・研究

に関する抱負（A4用紙１枚程度），自己アピール（A4用紙１枚以内），主要学術論文別刷（5編以内，コピー可），推薦書2通また
は応募者について所見を伺える方3名の氏名と連絡先　※本学部Webページ（http://www.e.tokushima-u.ac.jp/）教員公募情報から
記入案内，書式をダウンロードしてください

応募締切 平成20年11月15日（必着）
送付先／照会先 〒770-0813 徳島県徳島市南常三島町2-1　徳島大学工学部知能情報工学科　学科長・教授　任　福継
  E-mail:ren@is.tokushima-u.ac.jp　Tel (088)656-9684　Fax (088)656-6575　「教員（教授）応募書類在中」と朱書し簡易書留
  ＊原則として提出書類は返却しません．なお，提出書類の個人情報については，教員選考の目的以外には使用しません
そ の 他 【任期】なし
 【選考方法】一次選考：書類審査，二次選考：講演会・面接
 徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部の教員選考においては，国籍・性別およびハンディキャップ等による差別を排除し，

真に優秀な人材を採用すべく，公正な選考を行います

■北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科計算機システム・ネットワーク領域

募集人員 准教授　1名（任期付き）
専門分野 論理回路や計算機アーキテクチャ，通信システムや通信プロトコルに関する技術をバックグラウンドとしたユビキタスコンピュー

ティングやユビキタスネットワークシステム関連諸技術．これらの設計，検証に関する方法論など
応募資格 博士の学位を有し，今後の日本における計算機システムおよびネットワーク分野の発展のため，上記分野について日本語および

英語で十分に教育できる方
着任時期 平成21年4月1日以降のできる限り早い時期
提出書類 履歴書，研究歴（学術雑誌の編集委員，国際会議のプログラム委員等学術的貢献，および産業技術上の貢献も含めてください），

研究業績リスト（著書，学術論文，国際会議等に区別），主要論文別刷（5編程度，コピー可），主たる研究概要（2000字程度），今
後の研究計画（2000字程度），教育に対する抱負（2000字程度），推薦書2通または意見を伺える方2名の氏名・所属と連絡先（E-mail

アドレス）
応募締切 平成20年12月1日（必着）
送 付 先 〒923-1292 石川県能美市旭台1-1　北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科　研究科長宛　
 「計算機システム・ネットワーク領域　教員応募書類在中」と朱書し簡易書留または書留
照 会 先 情報科学研究科　丹　康雄　E-mail:ytan@jaist.ac.jp　Tel (0761)51-1246　Fax (0761)51-1149
そ の 他 応募の詳細はWebページ（http://www.jaist.ac.jp/）を参照
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■ 各種問合せ先 ■

　（社）情報処理学会（本部）　※支部所在地等詳細はリンクされている各支部ページでご参照ください．
　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F　　Fax(03)3518-8375　http://www.ipsj.or.jp/

担　当 E-mail Tel（ダイヤルイン） 取り扱い内容

■ 会員サービス部門

会　員 mem@ipsj.or.jp 03-3518-8370 入会，会費，変更連絡，退会，在会証明，会員証，会費等口座振替，海外からの送金

■ 会誌編集部門

会誌編集 editj@ipsj.or.jp 03-3518-8371 会誌「情報処理」の掲載内容，広告掲載，転載許可，出版，著作権

■ 研究部門

論文誌 editt@ipsj.or.jp
03-3518-8372

論文誌（ジャーナル）の編集・査読

調査研究／教育 sig@ipsj.or.jp 研究会登録，研究発表会，シンポジウム，研究グループ，論文誌（トランザクション）

■ 事業部門

事　業／国　際 jigyo@ipsj.or.jp 03-3518-8373 全国大会，FIT，連続セミナ，プログラミング・シンポジウム，国際会議，IFIP 委員会

■ 管理部門

総　務 somu@ipsj.or.jp

03-3518-8374

理事会，支部，役員選挙，名誉会員

経　理 keiri@ipsj.or.jp 出納，送金連絡

システム企画 sys@ipsj.or.jp システム企画，電子化委員会，電子図書館，IPSJ メールニュース

図　書 tosho@ipsj.or.jp 出版物購入

■ 情報規格調査会

規格部 standards@itscj.ipsj.or.jp
標準化フォーラム
〒 105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8　機械振興会館 308-3
Tel (03)3431-2808　Fax (03)3431-6493　http://www.itscj.ipsj.or.jp/

　もう 20年も前になりますが，小生が大のファンである女優

から色紙をいただき，そこには，「三田様　いつもはじめての

出逢いのように」と書かれています．小生はその女優と面識は

なく，その色紙はある人を経由していただいたものなので，た

またまお気に入りのフレーズの 1つを書いてくださったので

しょう．そのフレーズにどのような思いが込められているのか

分かりませんが，小生はこのフレーズがすっかり気に入り，勝

手な解釈をしております．すなわち，同じことを何度も繰り返

すことがある場合，その都度新鮮な気持ちで接することが大切

で，そのようにすればその都度新しい発見がある，という意味

に理解しています．ところが，新鮮な感覚を維持し続けるとい

うのは思ったより大変なことです．たとえば，見慣れた街の景

色もしっかり見ているようで，あるとき建物が取り壊されて工

事中となったとき，そこにどのような建物があったのか即座に

は思い出せないことが何度もありました．また，先日読んだ本

で紹介されていたことですが，今まで数え切れないほど見て

いるセブン -イレブンのロゴは最後の字が小文字になっていて

「7-ELEVEn」となっているそうですが，気がつきませんでした．

小生は大学を卒業して入社した会社で原価計算を 5年ほど担当

しましたが，そのときは月次決算で必ずいくつかの新発見があ

り，それらをノートに書きためるのが楽しくて仕方なく最終的

にノートは 5冊になりました．その後は年をとったので感性が

鈍化したのでしょうか，それとも積み重ねた経験だけを頼りに

して物事をじっくり観察しなくなったのでしょうか，少なくと

も仕事の上でどきどきするような新発見はほとんどありません

でした．今年の 8月末で定年退職を迎えるにあたり，初心に帰

って毎日散歩をするにしても漫然と歩くのではなく必ず 1つ以

上の発見をすることを課題にし，それらを日記に書きためるの

が楽しくなるような毎日にしたいと思っています．学会の職員

になり 13年間，大変お世話になりました．

（三田真弓／規格部門） 

おふぃすらん
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FIT2008 第 7 回情報科学技術フォーラム開催の御案内 
FIT2008 ホームページ：http://www.ipsj.or.jp/10jigyo/fit/fit2008/ 

共 催：（社）電子情報通信学会 情報・システムソサイエティ/ヒューマンコミュニケーショングループ，（社）情報処理学会 

協 賛：慶應義塾大学 

    
電子情報通信学会（情報・システムソサイエティ，ヒューマンコ

ミュニケーショングループ）と情報処理学会とは2002年から合同

で毎年秋季にFIT（Forum on Information Technology）を開催

しており，2008年9月には第7回目を慶應義塾大学湘南藤沢キャン

パスで開催致します．皆様，奮って御参加下さい． 
聴講参加を御希望の皆様は，会場の総受付にお越し頂き，聴講参

加費をお支払いの上御参加下さい． 
 
会 期：2008年9月2日（火）～4日（木） 
会 場：慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（神奈川県藤沢市遠藤5322） 
交 通：小田急江ノ島線，相鉄いずみ野線，横浜市営地下鉄： 

湘南台駅下車 バス15分 
    東海道線：辻堂駅下車 バス25分 

※バス利用の方は，「慶応大学本館前」で下車して下さい。 

「慶応大学」では下車しないで下さい。また，お車での 
御来場は御遠慮下さい． 

アクセスhttp://www.sfc.keio.ac.jp/visitors/directions/index.html 
 

■聴講参加費（税込）   

参加区分 参加費 
正会員 8,500円（プログラム・参加章・CD-ROM）

非会員 17,000円（プログラム・参加章・CD-ROM）

学 生 無料（プログラム・参加章） 
 ※会員，非会員，学生の参加区分の区別は以下のとおりです． 

会員：情報処理学会，電子情報通信学会，電気学会，照明学会，映像情

報メディア学会及び電子情報通信学会と協定を締結した海外の

学会（IEEK，KICS，KIISE，IEEE/Com．Soc.，IEEE/LEOS，IEEE/EDS，

IEEE/CS）または情報処理学会と協定を締結した海外の学会（ACM，

IEEE，IEEE/CS，KIISE，CSI）の個人会員に限ります． 

非会員：上記の学会会員以外の方．  

  学生：会員/非会員を問わず無料（CD-ROMは付きません）． 

     社会人学生の方も，学生証を総受付で呈示頂ければ無料です． 

 

■冊子講演論文集・CD-ROM販売価格（税込） 

品物 個人購入価格 法人購入価格

講演論文集セット 57,000円 57,000円 
講演論文集各分冊 12,000円 15,000円 
CD-ROM 8,000円 55,000円 

※セットには，CD-ROM，セットカバーが付きます． 
※CD-ROM学割会場販売価格2,500円． 

 ※会期中も講演論文集，CD-ROMの販売を致しますが残部のあ

る限りとなりますのであらかじめ御了承下さい． 

 

■講演論文集の内容（分野） 

第１分冊：モデル・アルゴリズム・プログラミング，ソフトウェア，

ハードウェア・アーキテクチャ 

第２分冊：データベース，自然言語・音声・音楽，人工知能・ 

ゲーム，生体情報科学 

第３分冊：画像認識・メディア理解 ，グラフィクス・画像， 

ヒューマンコミュニケーション＆インタラクション， 

教育工学・福祉工学・マルチメディア応用 

第４分冊：ネットワーク・セキュリティ，ユビキタス・モバイル 

コンピューティング，教育・人文科学，情報システム 

・CD-ROM：上記全論文とプログラムを収録 

     （著者，所属，キーワードによる索引付き） 
※FIT査読付き採択論文が採録されていた「情報科学技術レターズ」の発

行は終了しました．採択論文につきましては各投稿分野の論文集分冊へ

それぞれ収録されます． 

 

■懇親会 

  開催日時：9月3日（水）18：00を予定 
会  場：慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス内食堂 
懇親会参加費：社会人 5,000円，学生 2,000円 

※すべて当日の受付（支払い）となります． 

■開催イベント企画（詳細はFIT2008ホームページを御覧下さい） 
 

◎船井業績賞受賞記念講演 

第1イベント会場（θ館 1F大講義室） 3日14:00-15:15 
「ブレイン・ネットワーク・インタフェース（BNI） 

技術の最前線」  
川人光男（(株)国際電気通信基礎技術研究所 脳情報研究所 所長） 

 

◎FIT学術賞表彰式 

 第1イベント会場（θ館 1F大講義室） 3日13:00-13:50 
 FIT2007ヤングリサーチャー賞 

 FIT2008論文賞 

 FIT2008船井ベストペーパー賞 

 FIT2008船井業績賞 

 

◎イベント企画 

-第1イベント会場（θ館 1F大講義室）- 

・2日調整中 情報科学教育の未来（仮題） 

・2日13:00-17:00 情報爆発時代の自然言語処理の新展開 

～大規模ウェブリソースは対話を賢くするか？ 

・3日 9:30-12:00 これでいいのか，ユビキタス－今後のユビキタス 

コンピューティングの研究を考える－ 

・3日15:30-17:30 情報処理で社会を守る 

・4日 9:30-16:30 コンピュータ囲碁最前線 

 

-第2イベント会場（Ω棟 Ω11）- 

・2日 9:30-12:00 データサイエンスで活躍する列挙アルゴリズム 

―設計技法とその応用― 

・2日13:00-15:30 ボリュームデータをめぐる「医」と「工」の 

インタラクション 

・3日調整中 慶應義塾150周年企画（仮題） 

・3日15:30-17:30 情報・システム研究開発の今昔 

―若者の夢をどこまで膨らませる― 

・4日調整中 コ・モビリティ社会の創生に向けて（仮題） 

・4日13:00-16:00 パターン認識・メディア理解アルゴリズムコンテスト 

 

-第3イベント会場（ι棟 ι23）- 

・2日 9:30-12:00 医療現場における異文化間コラボレーション 

・2日13:00-17:00 サイバーワールドとリアルワールドとの接点 

-ロケーションサービスを中心として- 

・3日 9:30-12:00 エンターテイメント産業におけるモーション 

キャプチャ技術の将来展望 

・3日15:30-17:30 EIPの10年 

・4日10:30-12:00 KIISE会長招待講演 

 

-第4イベント会場（λ棟 λ13）- 

・2日13:00-16:00 FIT2008論文賞セッション 

 

■申込先・問合先  

〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8機械振興会館内 

社団法人 電子情報通信学会 集会事業部FIT担当  

TEL〔03〕3433-6691 FAX〔03〕3433-6616  

E-mail:ieicefit@ieice.org 
 
■次年度のFIT2009開催（予定） 

会 期：平成21年9月2日（水）～4日（金） 

 会 場：東北工業大学 八木山キャンパス（仙台市） 
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書評・会議レポート募集のお知らせ

　情報処理学会会誌編集委員会では，会誌「情報処理」に掲載する書評，および会議レポートを広く会員の皆さま
から募集しています．

1．募集対象　　次の 2種類の記事について，原稿を募集します．
　　a）書　　評　　：過去 2年間に出版された，本学会員にとって有益な図書についての紹介もしくは批評．
　　b）会議レポート：情報処理に関する国際規模の会議・大会の報告など，時事性が高く，本学会員に広く知らせ
　　　　　　　　　　  る価値のある話題．

2．応募資格
　　原則として本学会員に限ります．

3．応募の手続き
　　1）表　　題：書評の場合は，著者名，書名，ページ数，発行所，発行年，価格，ISBNを書く．
　　　　　　　　  会議レポートは，見出しを書く．書評，会議レポートの別を左肩に書く．
　　2）評者名（会議レポートの場合は筆者名）・所属・評者連絡先（住所，E-mai，Faxなど）の記載を忘れずに．
　　3）本　　文：書評，会議レポートとも 2,100字前後で書く．
　　4）（必要であれば）参考文献，付録，図，表をつける．
　　詳しくは「原稿執筆案内」（http://www.ipsj.or.jp/07editj/toukou/shippitsu/kaishi.html）を参照してください．

4．原稿の取扱い
　　投稿された原稿は会誌編集委員会で審査し，採否を決定します．採用にあたっては原稿の修正をお願いすること
　　があります．あらかじめご了承ください．

5．照会／応募先　　（社）情報処理学会　会誌編集部門　E-mail:editj@ipsj.or.jp
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　本会の主催・共催行事および協賛・後援記事の次第書（論文募集，参加案内等）の本誌掲載については，下記により有料にて
取り扱っていますのでお知らせします．

記

■掲載条件

件名 内容 掲載単位 掲載料金（消費税込）

論文募集／
参加者募集

国際会議，シンポジウム，ワークショ
ップ，講演会，講習会などの論文募集・
参加者募集

1ページ，1/2 ページまたは
1/4 ページ

（主催・共催）

　1ページ 52,500 円

　1/2 ページ 31,500 円

　1/4 ページ 21,000 円

（協賛）

　広告として取り扱う

人材募集 国公私立教育機関，国公立研究機関，
企業の人材募集

10 行程度 国公私立教育機関，国公立研究機関 21,000 円

賛助会員（企業） 31,500 円

賛助会員以外の企業 52,500 円

＊本会誌へ掲載依頼いただいた場合に限り，追加料金 4,000 円で同一内容を本会Webページに掲載できます．

■申込方法	 任意の用紙に，件名，申込者氏名，勤務先，職名，住所，電話番号および請求書宛先，Web掲載の有無
	 	 （人材募集のみ）などを記載し，掲載希望原稿を添えて下記の申込先へお申し込みください．

■原稿の書き方

　●行事次第書：	 A4 判カメラレディまたは PDFファイル（フォント埋め込み）とします．
　　　　　　　	 （1ページ）    天地 260mm × 左右 175mm
　　　　　　　	 （1/2 ページ）天地 130mm × 左右 175mm
　　　　　　　	 （1/4 ページ）天地  65mm × 左右 175mm
　　　　　　　	 ＊ A4判以外の原稿は縮小または拡大となりますのでご留意ください．

　●人 材 募 集：	 次の項目を明記し，E-mail または Fax，郵送にてお送りください．
　　　　　　　	 ［募集職種，募集人員，（所属），専門分野，（担当科目），応募資格，着任時期，提出書類，応募締切，送付先，

照会先］
　　　　　　	 ＊なお，都合により編集させていただく場合がありますので，ご了承ください．

■申込期限	 毎月 15 日を締切日とし，翌月号（15日発行）に掲載します．

■掲載料金	 掲載号発行日に料金を請求いたしますので，3カ月以内にお支払いください．

■掲載申込先	 （社）情報処理学会　会誌編集部門（有料会告係）
	 	 〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F
	 	 E-mail:editj@ipsj.or.jp　Tel（03）3518-8371　Fax（03）3518-8375

◆◆ 有料会告について ◆◆



会誌「情報処理」50巻表紙デザイン募集 !!

会誌編集委員会

　会誌編集委員会では，読者の方々にとってより親しみやすく，また商業誌では得られない知識の習得に役立つ雑

誌を目指し，日々努力しております．

　つきましては，来年の表紙デザインを広く募集いたします．奮ってご応募ください．採用された方には賞金を贈

呈いたします．

応募条件　• 表紙のデザイン（裏表紙，背表紙は含まず）．

　　　　　• A4 判（天地 297mm ×左右 210mm）4 色フルカラー．

　　　　　• 描画手法は問いません．

　　　　　• 「情報処理」の題字，巻号，法定文字，記事タイトル等必要項目は現会誌をご覧ください．

　　　　　• 応募資格は問いません．

　　　　　• 詳細は会誌編集部門までお問い合わせください．

注意事項　• 応募作品は返却いたしません．

　　　　　• 採用作品の掲載にあたって，学会側で多少の変更をさせていただく場合があります．

　　　　　• 採用作品の著作権（著作権法第 27 条，第 28 条の権利を含む）は（社）情報処理学会に帰属します．

　　　　　• 応募作品は未発表のものに限ります（応募作品の知的財産権について，第三者との間に紛争が生じた場

合は，作者がその責を負う）．

　　　　　• 応募される場合は，上記注意事項に同意されたものとみなします．

応募締切　　平成 20 年 11 月 4 日（火）（必着）

結果通知　　平成 20 年 12 月下旬

賞　　金　　採用者 1 名に 5 万円

送付先／照会先　　（社）情報処理学会　会誌編集部門

　　　　　　　　　〒 101-0062 東京都千代田区神田駿河台 1-5　化学会館 4F

　　　　　　　　　E-mail: editj@ipsj.or.jp　Tel.03-3518-8371　Fax.03-3518-8375

 

詳しくは http://www.ipsj.or.jp/ をご覧ください

申込／照会先　　社団法人　情 報 処 理 学 会
　〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-5 化学会館4F
　Tel(03)3518-8370（会員サービス部門）　E-mail:mem@ipsj.or.jp

今一番新しい
研究分野は
何かな？

IT時代を
リードしたい！

そうだ，
情報処理学会に
入ろう！

ITの最新情報，研
究発表の場の提供
を通じて，あなた
のお役に立ちます
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ご意見をお寄せください！
【9月 10 日頃までにお出しください】

　宛　先 （社）情報処理学会　モニタ係（下記のいずれからも送付できます）
 http://www.ipsj.or.jp/02moshikomi/enq/enq4908.html　Fax(03)3518-8375　E-mail:editj@ipsj.or.jp
 （E-mailで送信される場合は，10-1-aのようにコードでお答えください）

 ※ご意見の投稿に伴う，住所，氏名，所属などの個人情報については，学会のプライバシーポリシーに準じて取り扱いいたします．
 　http://www.ipsj.or.jp/03somu/privacypolicy/privacypolicy.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コード］

1．ご氏名

2．ご所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel.（　　　　　）　　　　　　-

3．E-mail:

4．業種： （a）企業（サービス業）　（b）企業（製造業）　（c）研究機関　（d）教育機関（大学・高専など）
 （e）学生　（f）その他 ……………………………………………………………………………………………………………………… 4-

5．職種： （a）研究職　（b）開発・設計　（c）システムエンジニア　（d）営業　（e）本社管理業務
 （f）会社経営・役員・管理職　（g）教官／教員（大学・大学院）　（h）教職員（小・中・高校・高専など）
 （i）学生　（j）その他 ……………………………………………………………………………………………………………………… 5-

6．年齢： （a）10代　（b）20代　（c）30代　（d）40代　（e）50代　（f）60代以上 ……………………………………………………… 6-

7．性別： （a）男性　（b）女性 ……………………………………………………………………………………………………………………… 7-

8．あなたはモニタですか？：（a）はい　（b）いいえ ……………………………………………………………………………………………… 8-

9．あなたのご意見は「会員の広場」（会誌およびWeb）に掲載される場合があります．その場合：
　（a）実名可（氏名のみ掲載）　（b）匿名希望　（c）掲載を希望しない ………………………………………………………………………… 9-

10．今月号（2008年 8月号）の記事についてのあなたの評価をご記入ください．
　 ［ a …大変参考になった　　b …よい　　c …普通，どちらとも言えない　　d …悪い　　e …読んでいない ］

特集：情報爆発時代におけるわくわくする ITの創出を目指して
　総括記事：特定領域研究「情報爆発（Info-plosion）」：本格稼働から 2年を経過して ……………………………………………………… 10-1-
　［パート I：情報爆発時代における新しい基盤技術］
　1．キーワードサーチを超える情報爆発サーチ …………………………………………………………………………………………………… 10-2-
　2．情報爆発時代のための新しい超高速アルゴリズム …………………………………………………………………………………………… 10-3-
　3．情報爆発は情報システムをも「爆発」させる ………………………………………………………………………………………………… 10-4-
　4．対話を通じてユーザの意図・興味を探り情報検索・提示する情報コンシェルジェ ……………………………………………………… 10-5-
　5．情報爆発時代におけるオープン・イノベーションの活性化：ITによる社会基盤の刷新 ………………………………………………… 10-6-
　［パート II：情報分野研究者のためのオンリーワン共有イノベーションプラットフォーム］
　1．SlothLib/EaRDB：マイサーチエンジン開発環境支援…………………………………………………………………………………………… 10-7-
　2．TSUBAKI：深い言語処理を特長とするオープンサーチエンジン基盤 ……………………………………………………………………… 10-8-
　3．アカデミックリンケージ：膨大な学術情報へのアクセスを支援するリンケージ基盤 …………………………………………………… 10-9-
　4．InTrigger：オープンな情報処理・システム研究プラットフォーム ………………………………………………………………………… 10-10-
　5．IMADE：会話の構造理解とコンテンツ化のための実世界インタラクション研究基盤 …………………………………………………… 10-11-
　6．X-Sensor：大規模実証実験を可能とするセンサネットワークテストベッド ……………………………………………………………… 10-12-
次世代 VoIPを考える …………………………………………………………………………………………………………………………………… 10-13-
ミニ小特集：コンピュータ将棋は止まらない
　1．第 18回世界コンピュータ将棋選手権報告 …………………………………………………………………………………………………… 10-14-
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　本学会誌では 2005年 7月号，2006年 8月号にコンピュータ
将棋のミニ小特集を掲載しご好評をいただきましたが，今年 

5月に開催された世界コンピュータ将棋選手権のエキシビショ
ンマッチで，トップアマ 2人を相手にした対局で将棋プログラ
ムが快勝したのを機に再び特集を組むことにしました．トッ
プアマはここ数年コンピュータ将棋の挑戦を退け続けており 

ました．
　この勝利が関係者にとって，どれほどショッキングな出来事
だったかは各記事から読み取っていただけるかと思います．こ
の対局に関する記述は，各記事で重複している部分があると思
いますが，関係者の驚きをなるべく生の形で伝えたいと思った

ため，修正は最小限にとどめさせていただきました．
　コンピュータ将棋も人間のトップに追いつくという目標がよ
うやく見えてきたという節目での今回の特集でしたが，「人間
のトップを破る」という目標が達成された暁には再度特集を組
みたいと今から楽しみにしています．
　この特集は企画から掲載まで通常よりも短期間だったため，
著者の皆様には負担をかけてしまいました．著者の皆様ならび
に，著者との交渉等でお世話になった湖東事務局長，松原理事
には改めてお礼を申し上げます．

（田中哲朗／本ミニ小特集エディタ）

　私がまだ若かりし頃，エッセイで活用したアイテムの 1つが
広辞苑でした．まずは，テーマとなる単語を調べ，「広辞苑に
よると○○とは△△のことで，．．．」という調子で書き始めます．
後は△△を膨らませると何となく作品ができあがる．でも，近
頃この手は使いません．なにしろ情報爆発時代ですからWeb 

にはトリビアが満載されています．たとえば，Wikipedia で「情
報爆発」を調べると，．．．ウーン，つまらない！　気を取り直
して，英語版で Information Explosion☆ 1を見ると，．．．そうか，
1961年にはすでに使われていたのか！　また，Amazonで検索
すると，．．，なに！「情報大爆発」なんて本が出ている．さらに，
Amazonのなか見！検索まで動員すると，．．．あれっ！　マレ

イ・ゲルマンの「クォークとジャガー」にも「情報爆発」が出
てくるし，しかも「誤報爆発」まであって，なかなかチャーミング．
Googleで検索すると，関連検索に「科研」，「特定領域」，「文
部科学省」，「シンポジウム」など，それっぽいのが並びます．「須
藤」も出てきて，須藤先生が「情報爆発」のプロモーションに
尽力しておられることもよく分かる．ほかに「ハルヒ」も出て
くるけど，おじさんには難しいだろう．．．以上，情報爆発時代
の作文技術でした．

（柴山悦哉／本特集ゲストエディタ）
☆ 1特集のプロジェクトでは，「情報爆発」の英文名称に Info-plosion を使
っています．
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